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令和５年度　香南市学校評価報告書 香南市立野市幼稚園

達 成 状 況 評価 考　　　察 評価

①

 子どもと共に遊
び、一人一人の
幼児の内面を理
解する

研修や日々の振り返りで、今何を楽しんでいるのか、育ちや経験していること
は何かなど内面理解をし、意識しながら保育を行ってきたことで、子どもと職
員の思いのズレが減ってきたことは、成果である。しかし、保育の伝え合いや
少しの違和感等を話しながら内面理解を深めることや思いのズレを減らすこと
を意識した取り組みを行うことには、まだまだ課題が残る。

B

子どもとのズレがどんなことなのか、説明をしてもらっ
たことでよく分かった。しかし、職員がズレに気付き意
識しながら保育を進めており、ズレが少なくなってきて
いることは大きな成果ではないか。この成果を次年度に
つなげもっと良くなることを期待する。

B
一人一人の内面理解に努め、深く読み取った保育につな
げていけるよう、今後も継続して内面理解を意識した保
育に取り組んでいく。

②  子どもの姿や行
動・言動等か
ら、子どもの姿
に応じた環境の
再構成を行って
いく

再構成を行うタイミングの難しさや子どもの姿に合った環境を整える難しさを
少し感じてはいるが、育ちや発達を捉え、環境構成を考えていくようになっ
た。子どもの姿を正しく捉え再構成を行うことで、遊びが展開されるように
なったり子どもが遊び込もうとしたりする姿につながってきた。

A

子どもの姿から育ちや発達を捉え、環境構成を考えてい
くようになったという職員の頑張りが感じられる。子ど
もの姿に合わせ再構成をすることや何よりも子どもの姿
が遊び込もうとする姿につながってきていることは大き
な成果であろう。

A
子どもの内面を正しく捉えることを意識し、遊び込もう
としている姿から遊び込む姿につながっていけるよう、
今後も子どもの姿に応じた環境の再構成を行っていく。

③ 子どもの興味・
関心に応じた遊
びや運動を取り
入れ、多様な動
きが経験できる
ようにする

子どもたちの姿を基に、どのような遊びや運動あそびを取り入れようか考え保
育を行うことができた。しかし、計画に入れてはいたが、リズム運動は継続的
にできなかった。新しい遊びや運動あそびの工夫にはつながらなかったので、
教材研究が課題として残った。

B

継続的にはできなかったとこは残念だが、高低差を上
がったり下りたりくねくね道を走ったり多様な動きを取
り入れた遊びに取り組んでいることで、段差でつまずい
ていた子どもがつまずかなくなったことやバランスが取
れるようになってきたことなどは成果である。今後も多
様な動きが経験できるようにしていってもらいたい。

B

継続的な取り組みや多様な動きの経験について園全体考
えながら、保護者からの運動量を増やしてほしいという
意見も意識して、今後も多様な遊びが経験できるような
計画を立て、継続した取り組みを進める。

①

保育の振り返り
と記録

幼児理解を深められるよう、楽しかったことだけではなく気になること等も含
め、情報共有しながら振り返りを行ってきた。子どものつぶやきや行動、うま
くできた時と出来なかった時の違い、また学級全体の子どもの姿を偏りなく記
録すること等、視点をもち具体的な記録につながってきていることは成果とい
える。資質向上に向けさらに工夫をしていきたい。

A

職員の自己評価が高く、意識しながら取り組んでいるこ
とに対し、もっと深いものにしていきたいという職員た
ちの熱意を感じ、向上心は素晴らしいと思う。今後も意
識を高くもち、取り組んでほしい。

A
今後も引き続き、しっかりとした視点をもち保育の振り
返りや細やかな記録をとり、保育の振り返りや幼児理解
を深め資質向上を目指す。

②

危機管理や安全
管理など、職員
や子どもの安全
に対応する力を
高める

新聞やテレビ等のニュースに目を向け意識をするようになった。知り得た情報
を吟味して、保育に取り入れてきたことで、職員の意識が高まり保育につな
がった。なお一層、職員や子どもの安全に対応する力が高まるように意識をし
て、あらゆることを想定した避難訓練を行ったり、日頃から危機管理や安全管
理について話をし合ったりしていく必要がある。

B

子どもを預かっている施設として、評価がBというのは
どうかと思う。説明を聞くと真剣に取り組んでいるし、
職員の危機管理や安全管理の意識は高いと感じる。これ
で終わりということはないので、意識を高く持ったまま
継続していってほしい。

A

もっとできることはないかと意識を高く持ちながら取り
組んでおり、さらに上を目指し保護者にも安心してもら
えるよう努力を続ける。今後もあらゆることを想定した
訓練を行い、職員も子どもも安全に対応する力を高めて
いく。

①

幼稚園内の異年
齢児や保幼小
中、地域との交
流活動

園内での交流を計画的に行い、異年齢での遊びや散歩を取り入れたことで、日
常の生活や遊びの中で、自然と関わりが生まれ互いの名前を呼び合い一緒に遊
ぶ姿が多く見られるようになったことは成果である。また、年長児は、保育
所・小学校との交流を積極的に行い、小学校への不安が減り期待が大きくなっ
てきている姿が見られてきた。交流活動について保護者への発信は十分ではな
かった。

A

園内の異年齢での交流の仕方や行事の見直しをしながら
実践してきたことで、子どもの姿に変化が見られたこと
は成果である。また、保育所・小学校間での交流も負担
感なくゆとりを持った活動が行われていた。互いの思い
を伝えあいながら子どもたちのことを考えた交流となっ
ていた。取り組みを継続していってほしい。

A

異年齢では、名前を呼び合いながら自然と遊ぶ姿が多く見ら
れているため、園内の交流には継続して取り組んでいく。小
学校との連携では、これまでの取り組みを継続しながら、保
護者への発信の内容を充実させていく。

②

園庭開放等（う
さぎらんど）の
実施

コロナは収束したが、感染症が広がっていたこともあり、前半は実施する難し
さがあった。感染症が少なくなってからは毎月2回目標に実施を行った。行事
への参加も呼びかけながら回数を重ねるうちに、未就園の子どもや保護者に挨
拶をしたり、一緒に遊ぶ姿が見られたりしてきた。

B

近隣には安全に遊べる場所が少ないため、こういう取り
組みは未就園親子にとってはよいと思う。一定の成果は
見られているが、評価項目をもう少し下げてもいいので
はないかと感じる。

B
感染状況を確認しながら内容の検討を行い、無理なく取
り組んでいけるようにする。

【評価基準】Ａ：十分満足　 Ｂ：おおむね満足   Ｃ：もう少し努力すべき　 Ｄ：大いに努力が必要

① 保育の振り返り
や細やかな記録か
ら、幼児理解を深
め、資質向上を行
う。

② 保育の中で、子
どもの動きや設備
等に目を向け、危
機管理や安全管理
について意識を高
めていく

自　己　評　価 学校関係者評価

☆
保
育
・
教
育
活
動
の
充
実

① 幼児理解を基に
子ども一人一人が
遊び込めるように
なるための保育に
ついて

◎
地
域
に
開
か
れ
た
園
づ
く
り

① 幼稚園内の異年
齢児や保育所・小
学校・中学校や地
域と連携を取り、
互いのねらいを共
通理解して交流活
動を行う

②在園児と未就園
児が一緒に遊ぶ場
や機会をつくる。

改　善　策　等

【教育目標】 のいちっ子　つながるこころ　のびゆく子
【経営目標】『幼児一人一人を大切にし、自ら学ぶ意欲と環境にかかわる力を培う幼稚園』をめざす。
〈子ども像〉　○じょうぶな　からだ　　○きれいな　こころ　　○かがやく　ひとみ
〈幼稚園像〉　○意欲的に遊ぶ子どもの育つ幼稚園　○自分で考え行動し、自らしようとする子どもを育てる幼稚園　○友達と仲良く、思いやりのある子どもの心を大切にする幼稚園
　　　　　　　○豊かな感性をもち、感じたことや考えたことを表現する子どものいる幼稚園
〈教師像〉　　○子どもが自分でやってみようとする意欲を大切にして自立していく力を育てる教師　○一人一人の子どもの心に寄り添いながら援助する教師　○豊かな環境作りに努
　　　　　　　　め、子どもらしく思いきり楽しく遊ぶ生活を保障する教師　○豊かな人間性と指導力の向上に努める教師

 評 価 項 目今年度の重点目標
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